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異文化の対人適応における動機づけの影響 1) 2) 
―中国人留学生を対象に― 
 
譚 紅艶(目白大学大学院心理学研究科) 
今野裕之(目白大学人間学部) 
渡邉 勉(目白大学人間学部) 
 
本研究の目的は、在日中国人留学生における動機づけと対人適応の関連を検討することであった。日本の大学に在
籍する中国人留学生 132 名を対象に自律的留学動機づけ、友人関係への動機づけ、友人関係満足感、対人葛藤解
決方略、社会的スキルについて測定した。その結果、中国人留学生の自己決定性の高い動機づけは対人適応と
正の関連、自己決定性の低い動機づけは対人適応と負の関連が示された。 
 
キーワード: 自己決定理論、動機づけ、対人適応 
 
問題 
近年、留学生の増加によって、留学生の異文化適応に
対する関心が高まってきている。日本における留学生の
異文化適応には対人関係が重要な側面であることは明ら
かである。例えば、岩男・荻原(1988)は、留学生の日本
社会への適応を考える上で、日本人との人間関係が何よ
りも重要な役割を果たしていると指摘している。また、対
人関係に関わる問題が留学生のストレスの上位を占める
ことが指摘されている(葛, 2003; 松原, 1991; 宋・石川・
神庭・池澤・渡邊・渡辺, 2006; 姚・松原, 1990)。これらの
ことから、留学生の困難は主に対人関係であり、この領域
での解決の必要性があるといえる。そこで本研究では、
先行研究の知見に基づき、異文化領域における留学生
の対人関係への適応に焦点を当て、それに影響する要
因を検討する。 
それでは、留学生の対人適応にはどのような要因が関
係しているのだろうか。これまで、留学生の対人適応に関
連する要因として指摘されてきたものには、ソーシャル･
スキル(田中, 2000, 2003; 田中・横田, 1992; 湯, 2004)、
受け取ったサポートの量(周, 1995)などがある。さらに、
日本でのソーシャル・スキルの不足(田中, 2003; 湯, 
2004)、日本人とのコミュニケーション不足(葛, 1999)など
が対人関係形成の困難の原因となり、留学生の適応を阻
害する要因となることが示唆されている。 
ただし、これらの研究が示しているのは、いずれもコミ
ュニケーションに関する要因であり、それ以外の心理学
的要因と対人適応との関連についてはほとんど検討され
ていない。心理的側面としての留学生自身の動機づけ要
因も留学生の対人適応には大きく関わっているのではな
いかと考えられる。例えば、岡田(2005)は、自律的な動
機づけは、適応を高めることを報告している。このことか
ら、在日留学生の対人適応にも、留学生自身の動機づけ
要因は関連しているのではないかと考えられる。しかし、
これまでのところ、動機づけ要因が留学生の対人適応に
影響を及ぼすことは実証的に検討されていない。そこで
本研究では、留学生の対人適応について動機づけの観
点から検討する。 
近年、動機づけと適応の関連について、自己決定理
論(Self-determination theory: Deci & Ryan, 1985; 
Ryan & Deci, 2000)に基づく研究が盛んに行われてい
る(e.g., 永作・新井, 2003, 2005; 岡田, 2005)。自己決定
理論(Deci & Ryan, 1985; Ryan & Deci, 2000)とは、内
発的動機づけと外発的動機づけを自己決定の程度という
連続体上で統合して捉える理論である。この理論では、
自己決定性(自律性)の程度によって動機づけを区別し、
より非自己決定的な順に、外的動機づけ、取り入れ的動
機づけ、同一化的動機づけ、内発的動機づけと分類され
ている。(1)外的動機づけとは、外的な要求や罰、他者に
させられているといった理由によって行動が行われてい
るものであり、最も非自己決定的な動機づけである。(2)
取り入れ的動機づけは、明らかな外的働きかけはないが、
部分的に内在化されている動機づけであり、自己価値を
維持したいために行動するものである。一応は自分で決
めているところが外的動機づけとは異なる。(3)同一化的
動機づけは、取り入れ的動機づけより一層自己決定が積
極的な方向に進んでいて、自分に重要であるからなどの
理由で自発的に行動がなされるものである。(4)内発的動
機づけは、外的な要求や罰に基づかない自己決定的な
動機づけである。これは、興味や楽しさなどのポジティブ
な感情によって動機づけられ、行動自体を目的とするも
のである。 
自己決定理論の立場から動機づけと精神的健康や適
応の関連を検討したこれまでの研究(e.g., Kasser & 
Ryan, 1999)によれば、自己決定的に動機づけられてい
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る行動は、その後の適応的な心理状態をもたらし、一方、
自己決定的でない動機づけに基づく行動は不適応な心
理状態をもたらすことが示されている(永作・新井, 2003)。
例えば、永作・新井(2005)は、自己決定理論に基づき、
高校生の学校生活や人間関係における適応と、高校進
学動機との関連について検討し、自律的な進学動機をも
たずに進学した生徒の適応状態が悪いことを見出してい
る。また、安藤(2005)は自律的な動機づけをもつ大学生
はより適応的なコミットメントをもっているという結果を報告
している。これ以外にも、様々な領域で動機づけと適応
の関連は検討されているが、留学生を対象にして、動機
づけの観点から異文化適応に及ぼす影響について検討
したものは極めて少ない。そして留学生の動機づけを扱
った数少ない研究の中でも、日本そのものへの関心の高
い者のほうが留学への満足度も高いという結果が示され
ており(田畑・田中, 1991)、留学生の適応に対して動機づ
けの影響が大きいことが示唆されていると言える。しかし
田畑・田中(1991)は留学生の対人適応を扱っておらず、
また自己決定理論に基づいてもいない。そこで本研究で
は、自己決定理論に基づいて留学生の留学動機づけお
よび友人関係動機づけを測定し、留学生の対人適応との
関連を検討する。その際、動機づけを、いかなる動機か
ら留学したのかという「留学動機づけ」と、友人関係の形
成に関わる動機づけである「友人関係動機づけ」の2側
面から捉えることにする。永作・新井(2005)では高校進学
動機と対人適応の関連が示されており、留学生において
も留学動機づけが対人適応に関連すると予測できる。ま
た、既に述べたように、岡田(2005)は、自律的な友人関
係動機づけが友人関係における適応を高めるという結果
を示しており、さらに岡田(2006)は友人関係動機づけが
大学生活への適応感と関連していた。以上から、留学動
機づけと友人関係動機づけ両方を取り上げ、対人適応と
の関連を検討する。 
ただし、対人適応について包括的に測定し、同時に信
頼性・妥当性の基準を十分に満たした尺度は筆者の知る
限り存在しない。そこで本研究では、友人関係満足感、
対人葛藤解決方略、社会的スキルの 3 側面から対人適
応を捉えることで、動機づけと対人適応との関連を総合
的に検討する。この 3 つを対人適応の指標とする理由は
次に述べるとおりである。まず、友人関係満足感は、これ
までの多くの研究で対人関係の良さを示す指標としても
用いられていることから(加藤, 2001)、本研究でも対人適
応の指標として用いることにした。自己決定理論から予測
されるように、自律的な動機づけをもつほど友人満足感
が高いことが予測できる。また近年、対人関係を研究する
上で、対人関係で生じる葛藤をいかなる方略で解決する
かという、葛藤解決方略の問題が注目されている(加藤, 
2003)。留学生においても、異文化の中で周囲の人々と
の間に生じる葛藤に対し適切に対処することは、対人適
応 の 重 要 な 側 面 と 考 え ら れ る 。 Ohbuchi & 
Kitanaka(1991)によれば、自分の要求を明確に表現し
ながらも相手の要求を配慮するような調和的な方略が葛
藤解決に有効であるという。したがって、自律的な動機づ
けをもつほど調和的な葛藤解決方略をとりやすいと予想
できる。さらに、異文化適応において社会的スキルの重
要性が指摘されており(田中, 2003; 湯, 2004)、また、対
人適応において社会的スキルが重要であることを指摘す
る研究も数多いことから(菊池, 1988 など)、本研究では、
社会的スキルを取り上げ、動機づけとの関連を検討する。
自律的な動機づけをもつほど社会的スキルが高いと予想
される。 
本研究では、留学生を中国人留学生に限定する。日
本学生支援機構(2008)の統計によると、アジアからの留
学生が90%以上を占めており、中でも中国人留学生は全
体の約70%を占めている。さらに、葛(2007)は、中国人
留学生が他の国の留学生と比べて、対人関係などにお
いて、よりカルチャー・ショックを受けていることを見出し
ている。このことから、中国人留学生は、他の国の留学生
よりも対人関係がうまくいっていない可能性がある。その
ため本研究では、在日留学生のうち最も比率の高い中国
人留学生を対象とし、対人適応における動機づけの影響
を検討する。 
目的と仮説 
以上のことを踏まえて、本研究では、中国人留学生を
対象に、動機づけが異文化の対人適応に及ぼす影響に
ついて検討をすることを目的とする。特に次の3点の仮説
について検討をする。留学動機づけにおいても、友人関
係動機づけにおいても、次の関連が認められるであろ
う。 
(1)自律的動機づけをもつ者は、友人関係満足感が高
いだろう。 
(2)自律的動機づけをもつ者は、対人葛藤において調
和的な葛藤解決方略をとる傾向があるだろう。 
(3)自律的動機づけをもつ者は、社会的スキルが高い
一方で、非自律的動機づけをもつ者は、社会的スキルが
低いだろう。 
 
方法 
調査時期 
2008 年 5 月に実施した。 
調査対象者  
関東圏内の大学 3 校、専門学校 1 校と日本語学校 1
校、計5 校に在籍する中国人留学生140 名を対象とした。
そのうち、中国人留学生132名3)(男性51名、女性78名、
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不明 3 名)のデータを有効データ(使用言語は日本語・中
国語)として分析の対象とした。年齢は、20～24 歳 
(47.0%)、25～29 歳(40.9%) の順で多かった。滞在期間
は、「2 年以上 3 年未満」(24.2%)、「1 年以上 2 年未満」
(21.2%)、「3年以上4年未満」(15.2%)、「4年以上5年未
満」(11.4%)、「6 年以上」(10.6%)の順で多かった。 
調査の手続きおよび倫理的配慮 
大学の講義時間を利用して回答を依頼し、一斉に実施
した。回答終了後その場で回収した。実施時間は15～
20分程度であった。なお、調査への参加は自由意思に
よること、無記名回答とすることにより個人の匿名性は守
れることを紙面で教示した。 
質問紙の構成 
①自律的留学動機づけ尺度 なぜ留学をしようと思っ
たかといった留学の動機づけを測定するため、中国人留
学生の状況(生活、勉強)を考慮した上で、永作(2003)が
作成した自律的進学動機づけ尺度を参考に留学生用に
改変して用いた。本尺度は28項目からなる(Table 1)。回
答は「1. 全く当てはまらない」から「5. よく当てはまる」の
5 件法により評定を求めた。 
②友人関係への動機づけ尺度 留学生の現在の友人
関係を維持している理由を測定するため、岡田(2005)が
作成した友人関係への動機づけ尺度を用いた。本尺度
は16項目からなる。回答は「1. 全く当てはまらない」から
「5. よく当てはまる」の5件法により評定を求めた。 
③友人関係満足感尺度 留学生の友人関係満足度を
測定するため、加藤(2001)が作成した友人関係満足感
尺度(6 項目)を用いた。回答は「1. 当てはまらない」から
「5. 当てはまる」の 5 件法より評定を求めた。 
④対人葛藤解決方略尺度 留学生の対人葛藤解決方
略を測定するため、大渕(2005)の対人葛藤スタイル尺度
を用いた。この尺度は、「人と対立したら、とにかく冷静に、
話し合いをしようと努める」などの項目から構成されてい
る「積極的方略」、「人と対立したら、黙り込んで、人の言う
ことをきかない」などの項目から構成されている「消極的
方略」の2つの側面からなり、28項目である。本研究では、
「人と考えが違ったり、対立したりするとき、一般にあなた
はどのような態度を取りますか」と尋ねた。 回答は「0. ま
ったくしない」から「6. 常に、そうする」の 7 件法により評
定を求めた。 
⑤社会的スキル尺度 留学生の対人コミュニケーショ
ンを測定するため、菊池(1988)の社会的スキル尺度
KiSS-18 を用いた。この尺度は、18 項目からなり、一因
子構造である。回答は「1. いつもそうでない」から「5. い
つもそうだ」の 5 件法より評定を求めた。 
なお、②～⑤の尺度は日本人用であるが、項目内容
から考えて中国人にも適用可能であると判断し、本研究
では用いた。 
フェイス項目 日本語能力と滞在期間などについて尋
ねた。日本語能力に関しては、「日常会話にもまだ困難
を感じる」、「日常会話なら問題なし」、「ほぼ十分につい
ていけるが、専門の議論は難しい」、「学問の専門領域の
会話も問題ない」から選択を求めた。また、滞在期間につ
いては、すべての滞在期間を合計して、「半年未満」、「1
年未満」、「1年以上2年未満」、「2年以上3年未満」、「3
年以上4 年未満」、「4 年以上5 年未満」、「5 年以上6 年
未満」、「6 年以上」から選択を求めた。 
質問紙の実施にあたっては、日本語に習熟している大
学生、専門学生対象の調査では日本語版質問紙を、日
本語能力が不十分と判断される日本語学校の学生に対
しては中国語版質問紙を用いた。中国語版質問紙の作
成にあたっては、日本語の質問紙を作成した後に第一著
者が中国語に翻訳した。その後、日本の大学院心理学
専攻に在籍している中国人留学生 2 名や日本の大学で
教授を務めている中国人教員1名と議論を行いながら、2
言語間のニュアンスが一致するように中国語版を修正し、
心理尺度としての項目の中国語らしさや明瞭性を確認し
た。 
 
結果 
自律的留学動機づけ尺度の因子分析 
自律的留学動機づけ尺度 28 項目に対して因子分析
(主因子解、プロマックス回転)を行った。その結果、因子
負荷量の絶対値.40以上を基準に、4因子26項目を採用
した(Table 1)。第1因子は、「専門的な知識を勉強したい
から」、「自分の外国語力を上げたいから」、「自分の将来
の夢をかなえるため」といった項目が高い負荷を示して
いた。これらの項目は、留学の重要性により動機づけら
れているという内容であることから、「同一化的動機づけ」
因子と命名した。第 2 因子は、「外国で生活することが面
白そうだから」、「留学というものは楽しいから」、「外国で
の勉強は楽しいから」といった項目の負荷が高く、留学そ
のものが楽しいという内容であることから、「内発的動機
づけ」因子と命名した。第 3 因子には、「外国語を喋らな
いと恥ずかしいから」、「外国語を覚えなければならない
ものだから」といった項目の負荷が高く、留学そのものが
十分内在化されていないまま留学をしていることから、
「取り入れ的動機づけ」因子と命名した。第 4 因子には、
「友人(恋人)が留学したから、私も留学したい」、「自分が
行きたいかどうかではなく、周りの人に影響されたから」と
いった項目の負荷が高く、外的な圧力によって学習して
いることから、「外的動機づけ」因子と命名した。以上の各
因子に負荷の高い項目を合計し、因子ごとに尺度得点と
した。各因子におけるCronbachの α 係数は、第1因子
対人社会心理学研究, 9, 2009 
Table 1 自律的留学動機づけ尺度の因子パターン行列と各項目の平均値、標準偏差(N = 132) 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ h 2 Ｍ SD
18 専門的な知識を勉強をしたいから .86 -.11 -.02 .00 .63 3.70 1.21
22 自分の外国語力を上げたいから .76 -.04 .07 -.18 .62 3.89 1.12
27 自分の将来の夢をかなえるため .73 .11 -.05 .03 .62 3.98 1.18
21 自分の将来の成功と結ぶつくから .73 .05 -.08 -.01 .53 4.07 1.15
19 海外の学位をとりたいから .70 -.05 -.10 .21 .42 3.71 1.26
20 自分の視野を広め、人生経験を豊かにしたいから .69 .13 -.05 -.18 .63 4.25 1.16
17 外国の文化、知識を学びたいから .66 .19 .02 -.08 .65 3.78 1.21
25 知識を増やしたいと思うから .54 .24 -.14 -.17 .50 3.91 1.25
28 日本語の1級を取るために必要だから .53 -.25 .09 .30 .33 3.31 1.34
26 留学したほうが得だと思うから .53 .16 -.10 .03 .36 3.83 1.18
10 母国では知識や外国語力が足りなかったから .53 -.04 -.01 .18 .28 3.38 1.26
15 就職に役に立つと思ったから .51 .09 .27 -.08 .51 3.60 1.28
16 日本語を学びたいから .46 .25 .15 -.11 .53 3.55 1.31
23 外国の大学(大学院)進学のための
勉強をしたいと思ったから
.41 .27 -.16 .03 .32 3.48 1.28
13 外国での生活することが面白そうだから .00 .83 .03 .16 .71 3.61 1.22
12 留学というものは楽しいから .12 .82 -.11 .09 .75 3.32 1.22
11 外国での勉強は楽しいから .12 .55 -.02 .11 .39 3.31 1.19
14 留学したかったから .25 .51 .21 -.19 .66 3.61 1.38
3 外国語を喋らないと恥ずかしいから -.27 .02 .82 -.14 .50 2.70 1.34
2 外国語を覚えなければならないものだから .19 -.14 .74 -.08 .58 3.36 1.31
7 外国語を学ばないと不安だから -.07 .06 .48 .33 .46 2.59 1.30
5 友人(恋人)が留学したから、私も留学したい .00 .06 -.23 .60 .29 2.21 1.39
8 自分が行きたいかどうかではなく、周りの人に影響されたから -.31 .25 .10 .53 .37 2.51 1.31
4 両親、家族に留学をしなさいと進められたから -.04 .10 -.10 .52 .23 2.62 1.39
6 留学ブームで、みんなが行くから .05 .01 .21 .49 .38 2.31 1.30
9 留学しないと就職するとき不利だから .39 -.15 .01 .42 .28 2.56 1.35
24 将来、日本に残って仕事したい .29 .17 .30 .28 .49 3.35 1.30
1 若者は留学に行くものだから .16 .09 .20 .08 .14 3.19 1.31
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅱ .61
Ⅲ .43 .33
Ⅳ -.05 -.11 .38
Ⅳ　外的動機づけ
Ⅴ　削除項目(2項目)
因子負荷量
Ⅰ　同一化的動機づけ
Ⅱ　内発的動機づけ
Ⅲ　取り入れ的動機づけ
 
 
 
のものから順に、 α =.90、.85、.63、.65であった。第3、
第4因子の α 係数はやや低いが、一応の信頼性が保証
された。 
友人関係動機づけ尺度、友人関係満足感尺度、社会
的スキル尺度については、先行研究に基づいて下位尺
度得点を算出した。対人葛藤解決方略尺度については、
因子分析(主因子解、プロマックス回転)を実施し「交渉・各変数の基本統計量 
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自己決定理論における研究の多くでは、Relative 
Autonomy Index(RAI)を用いて自律的な動機づけの効
果が検討されている(e.g., Grolnick & Ryan, 1987)。こ
の指標は動機づけの自律性の程度を表すものであり、先
行研究に従い、各下位尺度の得点を項目数で除した上
で、(-2 × 外的) + (-1 × 取り入れ) + (1 × 同一化) + (2 × 
内発)の式で算出される(e.g., Grolnick & Ryan, 1987; 
岡田, 2005, 2006, 2008)。本研究でも先行研究との対応
性を考慮し、動機づけの指標としてRAIを用いることとし
た。また、その際に、対人適応と動機づけとの関連を複
数の観点から検討するために、下位尺度とRAIの両方を
用いることとし、自律的留学動機づけのRAIをRAI-Oとし
た。また、留学動機づけと同様に友人関係動機づけの
RAIも算出し、RAI-Fとした。 
宥和」、「服従」、「主張」、「攻撃」、「回避」の5因子を抽出
し、因子ごとに合計点を算出した。Table 2に各変数の平
均値( M )と標準偏差( SD )を示す。Cronbachの α 係数
を求めたところ、各変数においておおむね十分な信頼性
が得られた。 
 
Table 2 各変数の基本統計量(N = 132) 
 M ( SD )  α 係数
自律的留学動機づけ
　　内発 20.00 (13.92) .90
　　同一化 70.00 (53.13) .85
　　取り入れ 15.00 (8.65) .63
　　外的 20.00 (12.20) .65
友人関係動機づけ
　　内発 20.00 (16.15) .65
　　同一化 20.00 (15.41) .77
　　取り入れ 20.00 (11.93) .82
　　外的 18.00 (9.54) .87
友人関係満足感 30.00 (21.46) .74
対人葛藤解決方略
　　交渉・宥和 25.74 (6.48) .90
　　服従 12.67 (5.70) .77
　　主張 10.49 (4.87) .78
　　攻撃  8.13 (5.13) .77
　　回避 10.09 (3.69) .70
社会的スキル 61.90 (10.46) .87  
動機づけと対人適応の関連を検討するために、それぞ
れの下位尺度間の相関係数を算出した(Table 4)。友人
関係満足感は、留学内発的動機づけ、RAI-O、友人関
係内発的動機づけ、友人関係同一化的動機づけ、
RAI-Fと弱い正の相関、留学外的動機づけとは有意な負
の相関を示した。また、留学動機づけと葛藤解決方略の
関連では、交渉・宥和方略が同一化的動機づけおよび
RAI-Oと弱い正の相関、服従方略が取り入れ的動機づ
けおよび外的動機づけと弱い正の相関を示した。友人関
係動機づけと葛藤解決方略の関連では、多くの変数間で
相関が認められ、動機づけの総合指標であるRAI-Fに
着目すると、交渉・宥和方略および回避方略と弱い正の
相関、服従方略および攻撃方略と弱い負の相関を示した。
さらに、社会的スキルは、留学内発的動機づけ、留学同
一化的動機づけ、RAI-O、友人関係内発的動機づけ、
友人関係同一化的動機づけ、RAI-Fと正の相関を示し
た。 
 
自律的留学動機づけの各下位尺度間の相関 
友人関係への動機づけ尺度について岡田(2005)によ
って妥当性が示されているが、自律的留学動機づけ尺
度については、現時点で十分な妥当性の検討は行われ
ていない。そこで本研究では、自律的留学動機づけ尺度
の下位尺度間の相関係数を算出し、妥当性の検討を試
みた。先行研究(e.g.,Vallerand & Bissonnette, 1992)
に従うと、対応する動機づけおよび概念的に隣り合う動
機づけ間では正の相関をもち、隔たった動機づけ間では
無相関、あるいは負の相関があると予測される。分析結
果をTable 3に示した。一部予想と異なる相関が認められ
たが(内発的動機づけと取り入れ的動機づけ)、全体とし
てはおおむね予測どおりの結果が得られ、下位尺度の
相関関係からみた自律的留学動機づけ尺度の妥当性が 
また、岩男・荻原(1988)は基礎的属性としての日本滞
在期間、日本語能力が異文化適応に影響を与えることを
明らかにしている。このことから、本研究では、2つの属性
をコントロールした偏相関係数も算出した(Table 5)。その
結果、RAI-Oの関連に着目すると、友人満足感、交渉・
宥和方略および社会的スキルとの間に正の相関を示した。
一方、RAI-Fの関連に着目すると、友人満足感、交渉・宥
和方略、回避方略および社会的スキルとの間に弱い正
の相関、服従方略および攻撃方略との間には弱い負の
相関を示した。 
確認された。 
 
Table 3 自律的留学動機づけの下位尺度間の相関 
 
　内発 .67 ** .20 * .07
　同一化 .25 ** .00
　取り入れ .29 **
内発 同一化 取り入れ 外的
*p < .05, **p < .01．  
 
考察 
本研究の目的は、在日中国人留学生の留学動機づけ
と友人関係動機づけという 2 つの領域を取り上げ、対人
適応の指標である友人関係満足感、対人葛藤解決方略、
社会的スキルとの関連を検討することであった。 
 
動機づけと対人適応の関連 
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Table 4 動機づけと対人適応との関連(相関係数) 
 
 
自律的留学動機づけ
　内発 .24 ** .12 .12 .06 .14 .01 .32 **
　同一化 .10 .23 * .05 .14 .14 .06 .24 **
　取り入れ -.09 -.01 .21 * .19 * .19 .08 .08
　外的 -.20 * -.16 .22 * .05 .16 .00 -.18
　RAI-O(留学) .24 * .23 * -.11 .07 .04 .03 .35 **
友人関係動機づけ
　内発 .33 ** .29 ** -.09 .08 -.01 .27 ** .32 **
　同一化 .23 * .31 ** -.16 .01 -.14 .18 * .34 **
　取り入れ .08 .21 * .03 .10 .21 * .18 * .17
　外的 -.09 -.19 * .21 * .22 * .29 ** -.10 -.01
　RAI-F(友人) .27 ** .31 ** -.19 * .09 -.25 ** .21 * .24 **
*p < .05，**p < .01．
友人関係
満足感
対人葛藤解決方略 社会的
スキル交渉・宥和 服従 主張 攻撃 回避  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Table 5 動機づけと対人適応との関連(滞在期間と日本語能力を制御したときの偏相関係数) 
RAI-O(留学) .21 * .25 * -.12 .08 .07 .06 .31 **
RAI-F(友人) .21 * .29 ** -.19 * -.04 -.23 * .20 * .22 *
* p < .05， ** p < .01．
友人関係
満足感
対人葛藤解決方略 社会的
スキル交渉・宥和 服従 主張 攻撃 回避
 
 
仮説を再度述べると、留学動機づけにおいても、友人
関係動機づけにおいても、自律的動機づけをもつ者は
友人関係満足感が高いだろう(仮説1)、自律的動機づけ
をもつ者は、対人葛藤において調和的な葛藤解決方略
をとる傾向があるだろう(仮説2)、自律的動機づけをもつ
者は、社会的スキルが高い一方で、非自律的動機づけを
もつ者は、社会的スキルが低いだろう(仮説3)というもの
であった。そこで、以下では、それぞれの仮説に関する
知見と考察を述べる。 
動機づけと友人関係満足感の関連  
相関分析および偏相関分析を通じて、内発的動機づ
けが強いほど、友人関係満足感が高いという関連が認め
られた。また、自律的動機づけの総合指標であるRAIを
用いた分析でも、RAIが高いほど友人関係満足感が高く
なっていた。この関連は留学動機においても友人関係動
機においてもほぼ同様に示された。したがって、仮説1は
おおむね支持された。このことから、自律的な動機づけ
に基づいて行動することが適応を促進するという自己決
定理論の仮定が、対人適応の領域でもある程度支持され
たといえるだろう。内発的動機づけを構成する項目のな
かには、楽しさという内発的理由をもつ項目が含まれて
いる。こうした楽しさをもちながら行動することが周囲の人
達への好感度をあげ、その結果、より望ましい友人関係
が形成、維持され、友人関係満足感を高めていると考え
られる。以上の結果から、留学生にとって、より適応的な
友人関係を形成、維持する上で、動機づけへの働きかけ
が有効である可能性が考えられる。 
動機づけと対人葛藤解決方略の関連 
対人葛藤解決方略尺度の因子分析の結果、「交渉・宥
和」、「服従」、「主張」、「攻撃」、「回避」の5因子が抽出さ
れた。このうち、自分の要求を通しながら他者の要求に
対して配慮するという調和的な方略といえるのは、「交
渉・宥和」因子であると考えられる。動機づけとの相関分
析・偏相関分析の結果、留学動機づけにおいても、友人
関係動機づけにおいても、内発的動機づけをもつ者ほど
交渉・宥和方略をとりやすいことを示す結果が得られた。
また、RAIを用いた分析でも、RAIが高いほど交渉・宥和
方略をとりやすいという結果が示唆された。したがって、
仮説2はおおむね支持された。このことから、内発的動機
づけをもつほど、適応的な葛藤解決方略をとりやすいこ
とが示唆されたといえる。これは、内発的動機づけをもっ
ている留学生は話し合いによって、積極的に解決方略を
とり、人間関係を維持しようとする行動をとっていると言え
る。つまり、内発的に動機づけられた留学生たちは楽し
い人間関係を築くために、自ら調和的な態度をとり、より
適応していると考えられる。ただし、動機づけと葛藤解決
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方略の因果関係について、今回の研究結果だけでは明
確な結論を下すことはできない。永作・新井(2005)の高
校進学動機についての研究では、高校生の入学前の動
機づけと入学後の適応の関連を検討することで、因果関
係を支持する強力な結果を得ているが、本研究のように
留学生を対象とした研究でも、今後は留学・来日前の動
機と留学中の適応状態の関連を検討することによって因
果関係を明確にしていく方向性が求められるであろう。 
動機づけと社会的スキルの関連  
留学動機づけにおいても、友人関係動機づけにおい
ても、内発的動機づけをもつ者ほど、社会的スキルが高
いことが示された。また、RAI を用いた分析でも、RAI が
高いほど社会的スキルが高くなっていた。したがって、仮
説 3 はおおむね支持された。ただし、前項で述べたよう
に、この関連は、動機づけが高いことによって社会的スキ
ルが効率的に習得できるという見方もできるが、逆の因果
関係や第 3 の変数の影響も考えられる。留学生にとって
は異文化の環境で社会的スキルを身につけることは、留
学生活をスムーズにおくる上で必要なものであり、それを
通して互いの気持ちが理解できるようになり、関係が改善
されることもあると考えられる。したがって、今後は動機づ
けと社会的スキルとの関係について、因果の方向も含め、
さらに詳細な検討が必要であろう。 
研究意義と今後の課題 
本研究の結果から、内発的動機づけは中国人留学生
の対人適応の高さにつながる可能性が示唆された。一方、
外的動機づけをもつと、不適応に陥りやすいことが明ら
かになった。以上の結果から、おおむね予測どおりであ
り、自己決定理論から導かれるように、自己決定性の高
い(内発的)動機づけをもつほど適応的であり、自己決定
性の低い(外的)動機づけをもつ場合は適応状態が悪い
といえる。したがって、留学生の動機づけ要因を考慮した
上で留学生の対人適応研究を進めていくことが重要であ
ると考えられる。 
本研究の課題は次の 3 つである。1 つ目は、本研究で
得られた結果は、一時点により検討されたものであるた
め、動機づけと対人適応の因果関係について検討され
ていない。これについて今後、因果の方向を特定した上
で、検討することが必要であろう。 
2つ目は、本研究で得られた結果は先行研究を根拠に
した質問紙調査であり、対人適応に影響する要因として、
動機づけ以外の要因があることも考えられる。例えば、天
貝(2001)の指摘する信頼感などが動機づけとの関連を
媒介している可能性もある。そのため、今後は、そのよう
な留学生の対人適応に影響する動機づけ以外の要因に
ついて検討する必要もあると考えられる。 
3つ目は、本研究の結果から、留学動機づけにおいて
も、友人関係動機づけにおいても、自律的な動機づけを
もつことは非常に重要であると考えられる。そのため、留
学生の自律的動機づけをどのように支援していくかが実
践場面で考慮されるべき課題であるといえるだろう。 
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The purpose of the present study was to examine the effects of autonomous motivation on interpersonal 
adaptation in different culture of Chinese students studying in Japan. Data obtained from 132 students (Chinese) 
was analysed. Scales of feeling of satisfaction with interpersonal relationships, conflict resolution strategies and 
social skills were employed. The results showed that high autonomous motivation was positively related to 
interpersonal adaptation in different culture. On the other hand, low autonomous motivation was negatively 
related to interpersonal adaptation in different culture. These results suggested that autonomous motivation was 
connected with interpersonal adaptation in different culture of Chinese students in Japan.  
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